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第２次長野県教育振興基本計画の構成（案） 

教育総務課 

Ⅰ 計画策定の基本的な考え方 

 １ 策定の趣旨 

※第 1 次計画が H24 で満了。教育を取り巻く環境変化や新たな課題が明らか 

になる中で、新たな教育施策の方向性を示す 

  

２ 計画の性格 

※教育基本法に基づく、地方公共団体における教育の振興のための施策に関す

る基本的計画 

※県総合 5 か年計画に対応する教育分野の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 計画の期間 

※平成 25 年度～平成 29 年度（県総合 5 か年計画と整合） 

 

Ⅱ 本県の教育をめぐる情勢 

 １ 時代の潮流と教育の課題 

※計画策定に当たって考慮すべき社会情勢とそれに係る教育課題の認識 

【記載内容（例）】 

○人口減少社会の到来 

 → 人口減少の中で教育の質の維持が課題 

 → 地域コミュニティの活力維持が課題 

○価値観の変化 

 → 文化活動やスポーツ活動に対するニーズの高まりへの対応 

○成熟した経済 

 → グローバルな視点を持ち、新たな価値を生み出せる人材の育成が必要 

○グローバル化の進行、情報通信技術の発達 

【注】計画の対象範囲  

①教育委員会が所管する教育に関する事務（公立学校教育、生涯学習・社会教育、

文化財保護、スポーツ 等）  

②首長の権限に属する教育に関する事務（大学教育、私立学校、文化芸術 等）  

③教育と、福祉・雇用など他の行政分野との境界領域で、教委と知事部局が相互に

連携して進める施策・事業 
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 → 外国語によるコミュニケーション能力や情報活用能力の育成が必要 

○地球規模での環境問題 

 → 自然体験、環境教育の必要性 

○安心・安全な社会への要請 

 → 教育格差による格差の再生産・固定化の懸念 

 → キャリア教育の必要性 

 → 東日本大震災の教訓を生かした教育の必要性 

○変革が求められる社会システム 

 → 社会を担う多様な主体の育成・支援 

 → 持続可能な学校のあり方を考える必要性 

  

２ 本県教育のポテンシャル 

※基本計画に生かしてける長野県教育の特徴、優れた点の認識 

【記載内容（例）】 

○教育を重視する県民性 

 ・教育への投資を惜しまない ・県民の向学心が強い 

 ・地域の子どもは地域で育てる気風 

○体験学習の重視 

 ・実体験を重視した指導 ・学校登山等多彩な学校行事 

○伝統を受け継ぐ地域 

 ・伝統文化が守られている ・美術館、博物館が多い 

○教師の自己研鑽 

 ・自主研修組織が活発 ・具体の授業を通じた研修 

  

Ⅲ 長期的な教育振興の方向 

※総合５か年計画の「長期的な県づくりの方向」と整合させる（時代の転換 

点を迎える中で、今生まれた子どもが成人するときに、どのような長野県 

を引き継ぐべきかという思いの象徴として概ね 20 年後の方向を提示） 

 １ 基本理念 

※県全体で長野県教育の振興に取り組むための基本理念を提示 

【記載内容（例）】 

「○○○○○○○（教育立県）」 

（誰もが生涯にわたって意欲をもって学ぶことができ、社会の中で、子どもから

高齢者まで個々人が能力を十分発揮している信州を創造） 

  

２ めざす教育の姿 
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※県民みんなでめざす 20 年後の長野県教育の姿 

【記載内容（例）】 

○（人間力を養う） 

 子どもたちが確かな学力と人間性を身につけている。 

○（行きたくなる学校） 

 全ての子どもが満足感を持って学校生活を送っている。 

○（自然の中でたくましく） 

 子どもたちが自ら進んで運動に親しみ、基礎体力が向上している。 

○（個性輝く） 

 障害の有無などに関らず支援を必要とする子どもたちへの教育体制が整備されて 

いる。 

○（常に学び続ける） 

 誰もが生涯を通じて学び、自らを高めることで、人生を充実させている。 

○（感動との出会い） 

 文化芸術やスポーツなど人生に彩を与える環境が整っている。 

 

Ⅳ 基本施策（５か年の取組み） 

 ※計画期間中に総合的に取り組む施策の内容 

１ 施策の基本的方向 

※５か年間でめざす教育の基本目標を、第１次計画の基本目標（平成 30 年目途） 

をベースに設定 

【記載要旨】 

①「知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成」 

 《目標の視点》 

  ・自立した社会人を育てる教育 

  ・自然や歴史・文化を生かして感性を磨く教育 

  ・子どもたちのもてる力を伸ばす教育 

  ・地域を担い、社会をリードしていく人材を育てる教育 

 ②「多様性を認め、共に生きる社会の実現」 

 《目標の視点》 

 ・一人ひとりのニーズに応える教育 

 ・困難を抱える子どもたちを支援するネットワーク形成 

③「社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進」 

 《目標の視点》 

 ・学校・家庭・地域の連携により社会全体で取り組む教育 

 ・生涯を通じて学び、文化やスポーツを楽しむことのできる環境整備 
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２ 施策体系 

※計画期間中に取り組む施策を体系化 

 

（体系例） 

〈基本目標〉 〈基本施策〉 〈施策の具体的方向〉

知・徳・体が調和し、社会的に
自立した人間の育成

未来を切り拓く学力
の育成

確かな学力を伸ばす教育の
充実

高校教育の充実
・・・・・・・・
・
・・

・・・・・・・・
・
・・

・・・・・・・  

 

３ 重点プロジェクト 

※計画期間中、特に重点的に取り組む目標と方策を明らかにするプロジェクトを 

設定 

（具体的には総合５か年計画の重点プロジェクト、専門員会提言、分野別計 

画・方針の重点的取組等を踏まえて設定） 

 

 

４ 施策の展開 

※体系化した施策の方向性ごとの現状・課題とめざす成果（目標）、目標達成に 

向けた具体的な施策を明示 

※専門委員会の提言、分野別の計画・方針の要素を盛り込んで構成 

【記載内容】 

（１）○○○○○○ ※基本施策（項目名） 

  ① ○○○○○○ ※施策の具体的方向（項目名） 

現状と課題 

 ※教育施策の現状・課題と現行計画の評価 

        《現行計画の達成目標の進捗状況記載》 

成果目標 

※施策の受益者（児童生徒、県民、社会等）にとってどのような成果を目指す 

のかという視点で設定。合わせて、目標の達成度を測定する指標を提示 

 

具体的施策 

 ※成果目標の達成に向けて実施する取組 
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Ⅴ 計画の実現に向けて 

※計画の着実な推進に向けた、教育行政に取り組む基本姿勢 

【記載内容（例）】 

○教育制度のあり方検討などを踏まえた行財政改革の推進 

○市町村、ＮＰＯなど多様な主体との協働、連携 

○政策評価、教育委員会の事務の管理執行に関する点検・評価による実効性確保 
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